
➢ ミャンマー人にとって馴染みがあり、かつ児童の発達段階に応じた活動の提供や、課題をうまく達成出来ない児童への対応方法等の指導書へ
の記載により、これまで体育の授業を行ったことがない教師でも指導が出来るようなった。

➢ 現職教員向け新カリキュラム導入研修の実施教員研修に体育のデモンストレーション演習を含めることで、これまで体育の授業を行ったことが
なく、また自身も小学生の頃に体育の授業を経験していない教師の指導能力が向上した。

❸スポーツへのアクセス向上～普及・強化～

国内「EARTH CAMPオンラインイベント（２本）」 ２０２１年1月

イベント登壇者

背景/課題

東京2020大会の開催を控え、スポーツへの注目度が日本国内で高まる中、スポーツの価値やス
ポーツを通じた社会貢献について一般市民に発信することで、より多くの人々にスポーツを通じた
国際協力の可能性を感じてもらい、スポーツと開発における市民参加協力の一層の推進に繋げる。

目的

➢ 一般市民のスポーツを通じた国際協力への理解を深める。

活動内容

➢ 外務省、国際協力NGOセンター（JANIC）、JICAの3者共催による国際協力共同キャンペーン
「EARTH CAMP～輪になって語ろう。地球の未来～」内で２本のオンラインイベントを実施：

①日本オリンピック委員会（JOC）/パナソニックとの連携で「世界を変える！未来をひらく！スポ
ーツのチカラ」、②日本サッカー協会（JFA）/J リーグ/WEリーグとの連携で「羽ばたけ！世界の
サッカー女子！～ジェンダーや環境の壁を超えて～」

成果

➢ オリンピアンの有森裕子氏、パラリンピアンの神保康弘氏、プロスポーツチーム保有企業のパナソニック等、様々な立場からス
ポーツを通じた社会貢献の事例を紹介することで、幅広いスポーツの可能性を示した。

➢ WEリーグ初代チェアの岡島喜久子氏、スペイン女子プロチームでの指導経験もある佐伯夕利子氏、スリランカとミャンマーで
JICA海外協力隊として女子サッカーの指導を行った相葉翔太氏等から日本と世界の女子サッカーの現状や今後の可能性を
発信したことで、「女性スポーツ×社会課題」について深く考える機会を提供することができた。
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